
本
一部
γ
備
ゆ
一一説
浅
口
郡
大
島
村
章
一
高
貝
塚
護
掘
報
告

一芸
轡
精
一

一留
意
長

島

田

貞

彦

瞥
皐
博
士

清

野

謙

次

梅

原

末

治

第

章

後

掘

第

節

貝
塚
後
掘
の
略
史

備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
大
字
名
切
に
於
け
る
津
雲
貝
塚
は
、
河
内
園
府
、
陸
前
宮
戸
島
、
肥
後
阿
高
、
同
轟
貝
塚

等
さ
共
に
、
石
器
時
代
の
人
骨
群
の
沓
見
地
ざ
し
て
、
近
時
皐
界
の
耳
目
を
筆
動
せ
し
蕗
仁
し
て
、
其
接
掘
の
人

骨
敷
仁
至
り
て
は
、
従
来
本
邦
諸
遺
跡
中
貫
に
第
一
位
を
占
む
。
今
津
雲
貝
塚
じ
於
け
る
人
骨
費
見
の
由
来
ご

費
掘
の
衣
第
さ
を
略
通
せ
ん
に
、
明
治
三
年
該
地
方
に
堤
防
工
事
の
施
工
せ
ら
れ
、
貝
塚
束
端
の
土
壌
を
運
搬

せ
し
際
仁
、
多
量
の
土
器
、
介
殻
及
び
人
骨
破
片
等
の
出
現
せ
る
を
以
て
鴨
失
芭
す
。
其
後
大
正
四
年
二
月
、
束
京

帝
国
大
皐
の
鳥
居
龍
藤
氏
此
地
仁
来
り
て
小
後
掘
を
試
み
、
土
器
、
介
殻
.
獣
骨
片
等
を
採
集
し
て
其
貝
塚
な
る



f.f 

減

こ
さ
を
皐
界
仁
紹
介
せ
し
も
、
人
骨
は
之
を
獲
る
こ
さ
能
は
ぎ
り
き
。
衣
で
同
年
六
月
、
京
都
帝
国
大
事
数
授
理

皐
博
士
小
川
琢
札
氏
は
此
の
地
方
を
訪
問
し
て
、
松
枝
惣
十
郎
氏
の
採
集
せ
る
貝
塚
接
見
の
人
骨
を
税
て
、
其

研
究
偵
値
を
認
め
、
営
時
同
事
助
手
た
り
し
文
皐
士
内
田
寛
一
氏
を
特
探
し
て
費
掘
を
行
は
し
め
、
内
田
氏
は

人
骨
二
健
を
京
都
帝
国
大
串
仁
携
聞
し
た
り
き
。
同
五
年
、
東
北
帝
国
大
串
の
理
皐
博
士
松
本
彦
七
郎
氏
は
ま

た
葉
地
を
過
ぎ
り
て
飯
掘
の
人
骨
数
睦
を
得
て
、
実
の
研
究
を
接
表
し
、
該
貝
塚
費
見
の
人
骨
に
封
し
「
津
雲
人

種
」
の
名
を
以
て
命
体
了
り
。
爾
来
、
大
阪
醤
科
大
事
致
授
墜
皐
博
士
大
串
菊
太
郎
氏
、
東
北
帝
国
大
準
教
授
醤
皐
博

士
長
谷
部
言
人
氏
等
に
よ
り
て
、
屡
々
そ
の
費
掘
調
査
行
は
れ
、
毎
究
多
大
の
新
費
見
あ
り
し
が
、
更
に
京
都
帝

国
大
串
助
教
授
醤
皐
博
士
清
野
謙
夫
氏
は
、
大
正
八
年
九
月
以
降
、
翌
九
年
一
月
の
問
仁
三
究
の
費
掘
を
企
て
、

約
六
十
六
憾
の
人
骨
及
び
多
大
の
共
存
遺
物
を
接
見
す
る
に
至
れ
り
。

今
、
年
究
仁
従
ひ
主
な
る
援
掘
者
の
人
名
及
人
骨
敷
等
を
奉
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

大弘服岡松内松烏 人

E和 校 枝
津昔日 国 居

菊 惣 惣

史照 寛 龍
大 十 十
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其
人
骨
の
数
量
に
於
い
て
は
河
内
園
府
を
凌
駕
し
、
古
代
人
類
比
較
に
関
す
る
資
料
芭
し
て
、
津
雲
貝
塚
は

買
に
無
比
の
貰
庫
さ
云
ふ
可
し
。
只
、
従
来
松
本
博
士
の
報
告
を
除
き
で
は
、
新
聞
紙
上
じ
記
載
さ
れ
た
る
断
片

的
の
記
事
に
止
ま
る
を
憾
ざ
す
。
今
や
清
野
博
士
が
這
般
人
骨
稜
掘
の
報
告
を
会
に
す
る
に
臨
み
、
余
輩
は
同

氏

の

津

雲

貝

塚

費

掘

の

経

過

さ

、

其

の

接

見

遺

物

に

開

し

て

之

を

叙

述

せ

ん

さ

欲

す
e

【
詮
】
(

1

)

烏
居
龍
蔵
氏
は
大
正
四
年
二
月
、
遺
跡
調
査
の
目
的
や
以
て
備
中

園
浅
口
郡
神
島
へ
出
張
の
際
、
同
行
ぜ

L
大
島
村
名
切
の
人
、
松

枝
惣
十
郎
氏
よ
り
貝
壌
の
存
在
た
問
吾
て
調
査
ぜ
る
も
の
に

L
て

鳥
居
氏
同
該
地
に
於
げ
る
名
切
街
道
に
按
す
る
潰
跡
地
域
中
、
最

低
地
の
一
一
険
制
や
試
掘

L
て
貝
殻
、
土
器
、
獣
骨
片
等
た
獲
、
地

表
よ
り
一
尺
五
寸
に
て
砂
地
に
達
ぜ
し
さ
云
ふ
。

(

2

)

該
遺
跡
所
有
者
松
枝
氏
代
爾
来
屡
々
小
後
掘
や
試
み
人
骨
数
多
や

得

L
が
、
大
正
同
年
六
月
岡
郡
神
島
製
練
所
の
開
設
に
常
リ
、
衆

庶
の
展
覧
に
供
寸
べ
〈
氏
は
其
の
人
骨
や
樽
帯
し
て
出
陳
ぜ
り
。

時
に
京
都
帝
闘
大
撃
の
小
川
博
士
は
英
の
遺
物
や
税
て
、
研
究
的

特
掘
ル
行
は
し
め
ん
行
、
内
田
寛
一
氏
や
出
張
ぜ
し
め
れ
リ
。
内

田
氏
は
二
械
の
人
骨
及
ぴ
北
ハ
存
遺
物
や
帯
蹄

L
て
調
査
の
結
果
た

同
年
十
月
十
六

H
の
・
奥
態

m究
含
例
舎
に
於
て
努
表
ぜ

L
に
、
常

時
未
だ
石
界
時
代
人
骨
の
研
究
の
気
運
起
ら
ず
、
且
っ
す
~
皐
樽
士

事
国
東
吉
氏
の
反
劉
説
等
あ
り

L
免
め
、
氏
は
一
時
英
の
研
究
の

繍
行
か
巾
止
す
ろ
に
表
れ
リ
。
さ
れ
ぎ
内
田
氏
に
よ
り
て
暦
牧
的

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
愛
掘
報
告



f費

掘

P'i 

研
究
の
端
緒
込
関
与
、
、
一
方
河
内
園
府
の
人
骨
出
現
に
及
ぴ
て
、

再
ぴ
木
貝
塚
が
撃
界
に
注
鵡
ぜ
ら
る
、
に
至
り
L
は
氏
の
努
カ
の

効
空
し
か
ら
?
さ
す
ぺ

L
。
此
の
間
の
消
息
に
就
て
は
「
民
族
さ

歴
史
」
第
二
容
第
五
時
慌
の
「
津
雲
員
塚
後
掘
史
」
に
室
岡
田
博
士
の

詳
細
な
る
弊
明
あ
リ
。

(

3

)

津
雲
貝
塚
に
閥

L
て
従
来
雑
誌
、
新
聞
紙
等
に
棋
院
表
ぜ
ら
れ
し
報

告
の
主
な
る
も
の
か
皐
ぐ
れ
ば
左
の
如
し
。

鳥
居
龍
蔵
氏
「
人
類
撃
上
よ
り
見
土
る
吉
備
地
方
」
〈
大
正
四
年

二
月
山
陽
新
聞
所
載
)
。

内
田
寛
一
氏
「
注
意
す
ぺ
き
京
大
新
研
究
」
(
大
正
四
年
七
月
大

阪
朝
日
新
聞
所
載
〉
。

同
氏
「
岡
山
勝
大
島
村
貝
塚
さ
其
の
人
骨
」
〔
由
民
林
一
ノ

て
奥
事
研
究
舎
例
曾
記
事
〉
。

松
木
彦
七
郎
氏
「
津
雲
介
塚
先
住
民
の
第
一
印
象
」
(
動
物
曲
学
雑
誌

三
三
五
)
。

同

氏

「

津

雲

人

穫

の

絞

骨

」

(

同

三

三

七

〉

。

同

氏

「

津

雲

人

種

の

頭

骨

」

(

周

三

三

八

)

。

同
氏
「
晶
体
雲
人
種
及
ア
イ
ヌ
の
眉
」
(
同
三
四
五
)
。

京
都
帝
国
大
撃
考
古
皐
研
究
報
告
第
二
勝
。

岩
井
武
俊
氏
「
吉
備
路
の
昔
」
(
大
正
七
年
四
月
大
阪
毎
日
新

問
所
載
〉
。

長
谷
部
言
人
氏
「
石
器
時
代
遺
跡
行
脚
」
(
歴
史
さ
地
理
四
ノ
五
〉

喜
田
貞
吉
氏
「
津
雲
貝
塚
後
掘
由
民
L
(

民
族
さ
歴
史
ニ
ノ
五
)

大
串
菊
大
郎
氏
「
津
雲
貝
塚
及
河
内
園
府
石
器
時
代
遺
跡
に
封
す

る
二
三
の
私
見
」
(
民
族
芝
居
間
史
三
ノ
四
)

謙
次
氏
「
津
雲
貝
塚
の
愛
掘
」
(
大
正
八
年
十
月
五
日
大
阪

朝
日
新
聞
所
載
〉
。

貞
彦
「
津
雲
貝
塚
の
稜
掘
」
(
大
正
八
年
十
月
十
三
日
京
都

日
ノ
出
新
聞
所
載
)
。

清
里子

島
田

第

節

貝

塚

の

地

形

〔
闘
版
第
一
1
1
第
三

貝
塚
所
在
地
は
笠
岡
町
の
東
南
約
一
里
、
大
島
村
大
字
名
切
小
字
を
津
雲
さ
呼
ぶ
。
北
方
に
正
陵
を
負
ひ
、
名

切
街
道
に
面
す
る
緩
傾
斜
の
地
じ
し
て
、
前
に
沖
・
績
平
野
を
望
む
。
此
の
卒
野
は
元
さ
海
底
な
り
し
が
、
自
然
的

人
魚
的
に
陸
化
し
て
、
今
日
の
如
く
な
れ
る
は
、
其
の
地
形
上
よ
り
見
て
明
な
り
。
却
も
貝
塚
所
在
地
は
現
時
海

岸

線

を

距

る

こ

さ

数

町

の

蕗

に

し

て

、

石

器

時

代

に

於

い

て

は

、

全

く

海

岸

に

潰

せ

し

も

の

な

る

を

想

像

す

る

に
足
る
。



清

野

博

士

の

接

掘

せ

る

地

貼

は

、

前

記

緩

傾

斜

面

の

北

端

に

存

す

る

松

枝

惣

十

郎

、

服

部

照

衣

爾

氏

邸

宅

の

前

庭

さ

も

云

ふ

可

き

場

所

を

中

心

ざ

し

て

、

東

隣

な

る

柑

橘

畑

に

及

ぺ

り

。

此

の

傾

科

地

は

業

の

勾

配

必

し

も

念
な
ら
や
。
却
も
今
ま
般
り
に
名
切
街
道
を
零
尺
ざ
し
て
計
る
に
、
愛
掘
地
貼
は
高
さ
約
九
尺
、
遺
跡
地
の
東
北

端

の

池

堤

下

は

高

さ

十

四

尺

を

算

す

ぺ

し

。

即

も

其

の

南

端

距

離

約

三

百

尺

に

封

し

て

十

四

尺

の

高

差

を

見

る
の
み
。
柑
橘
畑
を
鴬
せ
る
東
方
の
地
域
は
、
比
較
的
地
形
の
原
放
を
残
せ
る
も
の
な
る
可
き
も
、
西
方
家
屋
の

前

面

に

在

h
ソ
て
は
、
耕
地
並
仁
居
宅
地
の
鰹
皆
上
、
地
形
の
盤
改
さ
れ
た
る
も
の
あ
る
可
く
、
以
前
は
此
の
部
分

じ

於

い

て

、

現

朕

よ

り

更

に

幾

分

の

傾

斜

を

加

へ

た

る

も

の

あ

り

し

を

想

像

す

ぺ

し

。

情
ほ
叉
た
、
今
回
接
掘
地
域
を
通
観
す
る
仁
、
貝
屠
は
西
北
部
仁
厚
〈
-
西
南
部
に
至
る
じ
従
ひ
て
漸
く
浅
き

を

見

る

ぺ

〈

、

或

は

全

く

業

の

存

在

を

認

め

ぎ

る

地

区

さ

へ

こ

れ

あ

り

。

又

た

遺

跡

地

は

現

今

表

面

は

畑

地

さ

な

b
て
卒
滑
な
る
も
・
実
節
通
ぶ
る
が
如
く
、
人
骨
の
埋
葬
層
位
の
階
段
賦
を
潟
せ
る
等
よ
り
考
へ
て
、
営
代
じ

は

地

形

も

亦

た

多

少

の

階

段

放

を

な

せ

る

も

の

な

る

こ

さ

を

想

像

せ

し

む

る

仁

充

分

な

る

も

の

あ

る

を

見

る
@
貝
塚
の
表
面
は
貝
殻
の
散
布
せ
る
も
の
稀
じ
し
て
、
一
見
貝
塚
た
る
を
知
る
こ
さ
難
し
。
而
か
も
街
道
仁
近

〈

人

家

の

前

庭

さ

費

し

き

此

の

傾

斜

地

の

畑

中

仁

、

斯

の

如

く

多

数

の

人

骨

を

包

識

せ

る

も

の

あ

る

を

誰

人

か
之
を
想
像
し
得
可
手
。

清

野

博

士

は

大

串

、

長

谷

部

雨

博

士

仁

衣

ぎ

て

三

回

の

畿

掘

を

試

み

ら

れ

た

る

が

、

業

の

地

域

は

固

版

第

二

仁
之
を
示
し
、
第
一

究
は

A

B
、
第
二
尖
は

I

E
、
第
三
は

a

b
等

の

文

字

を

以

て

其

の

地

匝

を

記

せ

b
。
此
の
三

回
の
稜
掘
中
第
一
、
第
三
の
南
究
は
余
輩
之
に
恵
一
加
せ
ざ
り
し
を
以
て
主
(
の
接
掘
の
記
事
は
.
清
野
博
士
の
手

稿

を

以

て

之

に

代

ゆ

る

こ

さ

、

せ

り

。

備
中
閣
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
鼎
世
田
側
報
告

主主



官費

掘

【

註

】
(

1

)

地
理
事
的
見
地
よ
り
此
の
地
形
や
見
る
に
浅
口
、
小
田
雨
郡
の
南

部
か
一
迎
ず
る
山
陽
木
線
は
、
著
し
き
断
層
の
低
地
ル
縦
走
ぜ
る
も

の
に
し
て
、
此
の
線
路
以
南
の
龍
王
山
墓
地
は
過
去
の
地
最
に
し

て
嘗
て
此
の
低
地
は
海
水
の
闘
機
ぜ
し
も
の
な
リ
し
は
地
質
闘
に

よ
り
て
想
像
す
る
に
難
か
ら
?
。
而
か
も
此
の
墓
地
口
西
端
に
於

C
多
吹
の
小
岩
塊
に
分
裂
し
、
即
ち
見
屋
島
、
核
島
、
片
島
、
木
/

子
島
、
一
脚
島
等
や
生
成
ぜ
り
。
一
柳
島
さ
西
大
島
之
の
中
間
に
存
す
る

新
田
地
口
断
裂
地
や
流
る
、
河
川
の
沖
積
作
周
忌
受
げ
て
洋
一
成
ぜ

第

三

節

第

回

ム
ノ、

ろ
部
分
に
麗

L
、
其
の
開
拓
の
比
較
的
新
し
き
は
地
名
に
依
り
て

も
明
な
り
。
き
れ
ば
石
器
時
代
に
於
て
は
其
の
入
江
が
更
に
学
名

切
の
南
端
標
高
五
乃
至
十
米
突
の
地
に
ま
で
侵
入

L
、
東
西
線
千

七
百
米
突
南
北
八
百
米
突
の
一
大
海
入
会
暗
然
ぜ
し
も
の
、
如
し
。

即
ち
該
貝
塚
の
位
置
は
常
代
に
於
て
は
海
岸
に
・
混
ぜ

L
も
の
に

L

て
標
高
約
十
米
突
の
地
に
あ
リ
。

(
2
v
間
版
第
二
の
後
掘
地
域
圏
中
口
印
私
以
て
其
の
標
高
島
一
京
ぜ
り
。

の

後

掘

〔
岡
版
第
二
及
第
三
〕

第

一

回

費

掘

は

大

正

八

年

九

月

六

日

よ

り

同

十

三

日

じ

至

る

約

一

週

間

な

り

。

高

取

輝

雄

氏

の

大

な

る

壷

カ

じ

よ

-R余
(
清
野
謙
究
)
及
清
野
泰
が
松
枝
惣
十
郎
氏
助
力
の
下
じ
て
費
掘
し
、
人
骨
総
て
十
一
穂
を
獲
北

b
。・

営
初
地
域
を
費
掘
せ
し
が
、
表
土
約
七
寸
の
下
に
は
一
尺
乃
至
一
尺
五
寸
の
有
機
層
あ
り
。
主
ざ
し
て
捕
生

式
土
器
破
片
を
出
す
(
少
数
の
班
部
土
器
片
を
混
や
)
。
貝
暦
は
厚
く
し
て
北
よ
り
南
に
向
ひ
て
緩
く
傾
斜
し
、
業

厚

さ

一
尺
五
寸
乃
至
二
尺
な
り
。
人
骨
は
地
表
下
回

l

五
尺
の
部
よ
り
三
睦
を
出
た
せ
り
。
B
地

域

の

地

層

賦

C
地
域
よ
り
は
玉
憧
の
人
骨
を
出
せ
り
。
貝
屠
の
厚
き

態

は

第

二

回

接

掘

地

域

V
及
宵
じ
略
等
し
き
が
故
に
之
れ
を
特
記
せ
や
。
此
部
よ
り
三
瞳
の
人
骨
を
出
せ
り
。

一
尺
五
寸
内
外
な
り
。
地
層
の
朕
態
は
第
二
回
費
掘
地

域

団

及

π
い
さ
略
同
様
な
り
。

出

土

遺

物

の

主

要

な

る

も

の

は

土

器

破

片

な

り

。

貝

層

深

部

よ

り

主

ざ

し

て

簡

軍

な

る

紋

様

あ

る

組

雑

の

士
器
を
刊
し
、
貝
層
中
部
よ
り
上
部
仁
一
旦
り
て
之
れ
に
交
ふ
る
に
稿
複
雑
な
る
紋
様
あ
る
土
器
を
以
て
し
、
貝



層
上
の
有
機
暦
よ
り
定
型
性
(
比
較
的
新
ら
し
き
)
捕
生
式
土
器
を
出
す
.
土
層
は
後
世
撹
乱
せ
ら
れ
た
る
形
跡

な
き
が
故
仁
、
此
朕
態
を
明
仁
観
察
し
得
可
し
。

石
器
は
少
数
出
で
た
り
。
打
製
石
包
丁
二
個
・
石
鉄
敷
個
な
り
。
獣
骨
・
鹿
角
・
鳥
骨
・
魚
骨
は
多
数
存
せ
り
。
注
意
す

ぺ
き
は
貝
層
よ
り
出
づ
る
鹿
角
の
切
断
端
は
鈍
器
石
器
じ
て
幾
度
も
打
た
た
き
た
る
形
跡
あ
る
に
反
し
、
貝

層
上
の
有
機
層
中
仁
、
瀬
生
式
土
器
等
さ
交
は
り
出
づ
る
も
の
は
甚
だ
鋭
利
な
る
器
物
(
恐
ら
く
金
属
器
)
じ
て

切
断
せ
ら
れ
た
る
形
跡
あ
る
こ
さ
な
り
。
(
栂
野
〉

第

四

節

第

二

回

の

議

掘

〔
圃
版
第
二
及
第
三
〕

第
二
回
の
費
掘
は
大
正
入
年
九
月
廿
一

日
よ
り
同
月
三
十
日
に
及
び
、
清
野
博
士
を
主
さ
し
、
高
取
輝
雄
君

及
び
余
輩
之
仁
奉
加
せ
り
。
蓮
日
六
人
の
人
夫
を
使
役
し
、
司
直
よ
り
珊
恒
仁
互
り
、
費
掘
地
域
約
六
十
坪
に
及

び
、
人
骨
を
接
見
す
る
こ
芭
三
十
除
龍
に
建
せ
り
。

W
M

匝

は

第

一

次

接

掘

の

C

B
南
匿
の
中
聞
に
在
り
。
表
土
の
厚
約
一
尺
、
獣
骨
、
貝
穀
、
土
器
破
片
を
包
合
す
。
失

仁
黒
質
の
有
機
屠
あ
り
、
厚
約
五
寸
。
鋪
生
式
土
器
の
業
間
に
存
す
る
も
の
を
見
た
り
。
(
古
畑
一
刊
深
)
衣
に
貝
層
あ

り
。
其
の
厚
一
尺
内
外
に
及
ぶ
。
人
骨
四
億
を
此
.
の
貝
層
中
よ
り
接
見
せ
り
。
貝
層
の
下
部
に
も
亦
た
黒
土
居
ゐ

h
e地
表
よ
り
深
さ
三
尺
仁
し
て
白
然
の
粘
土
層
に
達
す
。
ニ
の
層
中
じ
は
何
等
人
類
の
遺
物
を
鷲
見
せ
中
。
然

る
仁
本
直
の
南
端
仁
於
い
て
は
、
下
部
黒
土
層
を
見
守
し
て
直
仁
粘
土
層
に
達
せ
る
慮
ゐ
り
。
(
醐
}
)
斯
の
如

き
貝
屠
の
急
激
な
る
落
差
は
、
決
し
て
偶
然
の
も
の
に
非
令
し
て
・
恐
く
は
石
器
時
代
に
於
い
て
、
此
の
地
結
の

備
中
凶
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
授
鋸
報
告

ーヒ



雪量

固一第Fig. 1 

掘

八

階
段
肢
を
な
せ
る
も
の
あ
り
し
を
語
る
も
の
な
ら
ん
。

究
費
掘
の

B
匿
の
東
仁
接
せ
る
慮
じ
し
て
、
表
土
七
寸
黒
土
層
約

七
す
、
人
骨
二
睦
を
接
見
す
。
其
の
一
は
全
く
黒
土
居
中
に
あ
り
他
(
時
伽
)
は
其

頭
蓋
附
近
じ
約
六
寸
の
貝
殻
を
包
合
せ
る
層
あ
る
も
、
其
の
量
至
っ
て
少
な
し
。
wu

v
匝
は
第
一

匝
は
表
土
約
八
寸
、
黒
土
居
一
尺
七
寸
ゐ
り
。
黒
土
層
中
よ

b
凹
石
錘
石
を
費
見
せ

し
も
、
人
骨
は
之
を
接
見
せ
ざ
り
き
。
田
区
は
表
土
約
一
尺
あ
り
。
深
さ
五
寸
の
慮
じ

て
稿
完
形
の
高
杯
を
費
見
せ
り
(
哨
峨
ゆ
)
黒
土
層
は
約
一
尺
あ
り
。
そ
の
内
よ
り
五

個
の
人
骨
を
接
見
せ
し
も
、
其
の
一
(
湖
町
を
除
、
さ
て
は
頗
る
完
好
な
ら
や
。
此
の

匝
域
に
於
い
て
は
、
貝
殻
片
を
盛
見
す
る
ニ
さ
殆
ざ
無
く
・
石
鍛
凹
石
等
を
獲
た
り
。

表
面
よ
ち
深
さ
ニ
尺
じ
し
て
粘
土
層
じ
蓮
す
。

唖
匝
は

C

匝
の
南
に
あ
り
。
表
土
六
寸
黒
土
層
約
八
寸
、
貝
層
約
一
尺
。
二
個
の
人
骨
を
接
見
す
。
共
に
貝
層
の

内
じ
あ

h
。
そ
の
一
個
(
諸
脚
)
は
右
腕
に
貝
輪
一
佃
を
飯
し
又
た
其
の
腰
椎
部
じ
弓
筈
形
角
製
品
(
唱
J

措
)
を

接
見
せ
旬
。
E
匝
は
表
土
約
六
寸
、
黒
土
層
約
八
寸
、
貝
層
一
尺
傍
あ
り
。
貝
居
中
よ
り
二
個
の
人
骨
を
接
見
す
。
其

(諸山)

じ
小
児
の
屍
骸
を
容
る
、
こ
さ
は
、
先
史
時
代
の
瑛
及
仁
も
葉
の
例
多
く
、
本
遺
跡
じ
在
り
て
も
、
大
串
博
士
の

費
掘
に
一
例
あ
り
。
豆
匝
は
表
土
約
八
寸
黒
土
層
約
六
寸
、
貝
層
は
貝
殻
を
包
含
す
る
量
頗
る
微
小
仁
し
て
、
殆

ざ
黒
土
層
さ
大
差
無
し
。
人
骨
四
檀
貝
唐
中
よ
り
費
見
せ
ら
る
。
内
一
(
問
昨
十
)
は
小
児
の
頭
蓋
の
破
片
等
に
過

の

は
乳
児
の
遺
骸
に
し
て
、
口
径

一
尺
二
寸
、
高
一
尺
二
寸
の
粗
質
の
壷
中
に
牧
む
。
斯
の
如
き
壷
中

ぎ
子
。
又
た
黒
土
層
中
よ
り
鹿
角
製
針
一
個
を
接
見
せ
り
。
亙
隔
は
表
土
七
寸
、
黒
土
唐
六
寸
。
貝
屠
は
貝
殻
を
包



合
す
る
こ
さ
頗
る
微
量
な
る
前
匿
さ
殊
な
ら
や
。
此
の
暦
中
三
種
の
人
骨
を
接
見
す
.

盟
国
は
表
土
約
八
寸
、
黒
土
層
二
尺
。
貝
暦
に
嘗
る
部
分
は
全
く
貝
殻
を
合
む
こ
さ
な
く
.
表
土
よ
り
二
尺
七

寸
仁
し
て
自
然
の
粘
土
層
じ
到
達
す
長
士
屠
中
よ
り
一
慢
の
人
骨
を
脅
見
せ
し
が
(
諮
勺
)

葉
の
左
腕
八
枚
右
腕
七
枚
の
貝
輸
を
飯
装
せ
る
こ
さ
は
、
牢
に
見
る
所
に
麗
す
。
叉
た
葉
の
頭

蓋
左
耳
遁
に
鹿
角
製
の
耳
輸
を
有
せ
し
こ
さ
其
の
後
整
骨
の
際
費
見
せ
り
(
調
誠
司
)
こ
れ
亦

た
本
遺
跡
仁
於
い
て
、
幣
さ
に
大
串
博
士
の
費
掘
に
於
い
て
一
例
を
存
す
る
の
み
。
石
嫉
二
個

第園Fig.2 

鹿
角
製
針
一
個
、
黒
土
層
中
よ
り
接
見
せ
ら
る
。
彊
匿
は
表
土
約
一
尺
、
黒
土
居
以
下
貝
屠
を
存

せ
や
。
黒
土
層
中
二
個
健
の
人
骨
を
出
だ
で
内
一
種

ak--)は
他
の
諸
例
の
悉
〈
屈
葬
な
る

仁
似
十
。
伸
展
葬
な
る
を
注
意
す
可
し
。

W
M

匿
は
南
北
に
瓦
る
一
縦
線
を
劃
し
て
、
業
の
居
位
を
明
に
せ
ん
が
矯
め
費
掘
せ
る
も
の

仁
し
て
、
表
土
九
寸
、
黒
土
屠
三
寸
貝
層
四
寸
、
あ

h
。
貝
居
中
よ
り
二
健
の
人
骨
並
仁
錘
石
、
石
搬
、

各
一
個
を
接
見
せ
り
。
泊
匝
は
表
土
八
寸
‘黒
土
層
六
寸
‘
貝
屠
は
貝
殻
の
合
量
微
少
じ
し
て
束

南
に
至
る
じ
従
ひ
、
盆
々
稀
薄
な
る
を
見
る
。
人
骨
を
費
見
す
る
こ
さ
七
韓
。
多
〈
は
貝
層
中
仁

存
せ
る
も
式
の
一
(
問
削
十
)
の
如
き
は
自
然
粘
土
層
中
に
突
入
せ
る
を
見
る
。
又
た
注
意
す
可

き
は
一
個
の
伸
展
葬
憧
寺
町
，
)
を
中
断
し
て
、
業
の
上
に
一
個
の
屈
葬
憧

(
4
酬
十
)
あ
る
こ
さ

是
れ
な
り
。
蓋
し
後
者
は
前
者
よ
り
稲
々
古
き
時
代
じ
葬
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
む
。
叉
た
一
程

(
開
制
十
)
は
他
の
諸
健
よ
り
も
一
層
深

き
屠
位
に
存
せ
る
を
接
見
せ
り
。
清
野
博
士
が
第
三
究

の
費
掘
仁
於
い
て
、
本
匿
に
隣
接
せ
る
地
匝
仁
於
い
て
同
じ
く
二
陸
の
人
骨
(
…
何
回
什
時
腕
)
が
深

備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
費
掘
報
告

九
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M
円
」
引
同

(
表
土
上
よ
り
計
測
寸
尺
に
て
示
す
)

屠
仁
葬
ら
れ
た
る
を
費
見
し
、
此
の
地
貼
の

の
階
段
肢
を
呈
せ
し
も
の
あ
り
し
を
想
定
せ
ら
れ
た
る
は
、
頗
る

穏
営
な
る
所
見
さ
す
可
し
。
又
た
先
き
に
W
M

匝
仁
於
い
て
も
、
貝
唐
古
黒
土
居
さ
の
差
著
し
き
も
の
あ
る
は
、
余

輩

の

逃

ぺ

た

る

所

に

し

て

、

本

遺

跡

地

は

営

代

仁

於

い

て

数

段

の

ア

レ

1
ス

を

形

成

せ

し

を

推

測

せ

し

む

る

に

足

る

も

の

J
q
b
J第
二
闘
)
本
匿
に
於
い
て
叉
た
左
右
雨
腕
に
各
二
個
の
貝
輸
を
依
装
せ
し
人
骨
一

閣
(
ゆ
昨
十
)

て

一

種

期

青

色

の

漢

式

土

器

に

似

た

る

破

片

を

人

骨

存

在

の

層

位

中

よ

り

稜

見

せ

し

を

注

意

す

可

し

。

一
到
底
は
表
土
約
六
寸
、
黒
土
層
八
寸
・
貝
居
約
九
寸
あ
り
。
一
躍
の
人
骨
及
び
錘
石
二
個
を
貝
層
中
よ
り
後
見

し
、
黒
土
層
中
よ
句
素
焼
土
製
の
紡
錘
車
、
土
偶
破
片
す
二
個
を
獲
た
り
e

【

詮

】

(
1
〉
大
串
博
士
の
策
調
に
於
い
て
壷
中
に
存
ぜ
ろ
人
骨
わ
り
し
、
-
さ
は

「
民
族
芝
居
崎
市
民
」
(
第
三
谷
第
四
競
〉
に
あ
り
。
卸
ち
大
正
八
年
七
月
、

同
氏
の
ダ
=
一
回
安
掘
の
際
に
於
げ
る
第
六
投
入
骨
は
、
、
れ
に
て
口

径
約
一
尺
問
寸
の
壷
中
に
乳
兜
骨
や
納
め
れ
る
も
の
な
り
。

な
ほ
我
が
石
器
時
代
に
於
げ
る
此
の
極
葬
法
の
存
訟
の
紹
介
ぜ
ら

れ
L
も
の
に
、
叫
陀
奥
閥
南
津
軽
郡
北
中
野
村
天
狗
岱
及
ぴ
陸
前
倒

気
仙
郡
米
崎
村
細
浦
の
這
跡
の
二
例
あ
り
。
前
者
は
大
正
七
年
、

笠
井
新
也
君
の
調
査
に
係
り
、
其
の
詳
細
な
る
報
告
載
ぜ
て
「
考



古
撃
雑
誌
」
第
九
巻
第
二
践
に
あ
り
。
後
者
ま
れ
同
じ
頃
本
山
彦
-

君
の
費
調
ぜ
し
も
の
に
し
て
、
議
に
小
児
の
遺
骨
や
殺
め
れ
リ
ミ

云
ふ
〈
喜
岡
博
士
「
石
器
時
代
の
墳
慕
に
就
い
て
」
考
古
風
平
雑
誌
第

九
巻
第
一
二
競
〉
。
喜
岡
博
士
は
其
の
「
古
代
ア
イ
ヌ
族
の
墳
墓
」
ハ
歴

史
地
一
一
理
第
三
十
二
巻
第
六
競
)
に
於
い
て
、
此
の
葬
法
私
論
じ
て
、

ア
イ
ヌ
族
の
葬
法
の
一
な
り
さ
ぜ
り
。

叉
れ
竣
及
王
朝
以
前
の
風
葬
墓
地
に
於
い
て
、
小
児
の
遺
骨
ル
道

中
に
議
む
二
さ
多
き
は
、
。
-
kp
・刷。目
3
2一
同
信
マ
ロ
河
口
詩
作
目
白

。68
2
2
M
g
o円
阿

南

お

P
E
a
U
D司句]『
・
(
『
』
ザ
N
F
H
C
O
N
)
等
私
見
ょ
。

(

2

)

瞥
撃
博
士
大
串
菊
太
郎
君
「
民
族
さ
廃
史
」
〈
第
三
谷
信
用
凶
披
〉
前

出
論
女
。

第

五

節

第

回

(
3
〉
属
#
鮮
は
死
者
の
臨
終
朱
wh終
息
ぜ
ざ
る
に
先
ち
或
口
死
後
間
も
な

〈
肢
憎
ら
属
品
問
ぜ

L
む
。
若

L
英
の
機
舎
な
く
し
て
強
直
後
な
る

時
は
例
外
さ

L
て
伸
展
葬
私
行
ふ
こ
さ
、
現
代
経
族
中
に
其
の
風

わ
り
。
〈
本
報
告
第
四
加
、
第
三
章
参
照
)

本
遺
跡
地
に
伸
展
葬
の
も
の
例
外
吉
し
て
二
三
わ
る
こ
さ
は
、
斯

の
如
き
例
外
の
揚
合
に
葬
ら
れ
る
も
の
な
る
可
く
、
直
に
以
内
、
蛍

代
風
葬
法
以
外
に
伸
展
葬
浴
田
州
血
管
さ
し
て
行
び

L
ゃ
、
推
測
す
可

か
ら
ざ
る
に
似
れ
リ
。

(

4

)

木
柵
清
野
樽
士
論
文
中
「
出
土
地
磨
及
埋
葬
時
代
に
関
す
る
考
接
」

の
傑
参
照
。

の

y'j洛

掘

〔
岡
版
第
二
及
第
三
〕

第
三
回
稜
掘
は
大
正
八
年
十
二
月
末
よ
り
、
大
正
九
年
一
月
初
め
に
一
日
一
れ
る
約
一
週
日
仁
暴
行
せ
り
。
主
さ

し
て
従
事
せ
し
は
、
清
野
泰
及
岸
田
宗
一
・
氏
及
余
(清

野

謙

次
)な

り

[

も
J

嵐
田
氏
亦
一
時
之
れ
に
奉
加
せ
り
。
其

服
部
照
次
氏
の
助
カ
を
得
た
る
も
の
多
し
。

〔
第
乙

先
づ
第
二
回
費
掘
地
の
南
方
地
績
き
を
判
例
制
地
域
の
順
序
じ
て
費
掘
せ
り
。
此
地
は
貝
唐
仁
乏

し
。
殊
に
糾
及
川
W

地
域
の
大
部
分
は
貝
暦
を
見
守
し
て
、
地
表
下
一
尺
六
七
寸
の
聞
は
有
機
層
あ
る
の
み
な
り
。

而
て
有
機
層
の
下
部
よ
り
人
骨
が
現
は
る
。
然
れ
ざ
も
刷
地
域
の
西
宇
部
よ
り
例
地
域
仁
一
日
一
り
て
は
貝
唐
が

存
在
し
、
山
、，
地
域
仁
て
は
殆
ん
ざ
唐
を
成
さ
ざ
る
も
、
制
地
域
西
部
に
て
は
約
五
寸
の
厚
き
ざ
な
れ

b
。
但
例
地

域
の
北
部
仁
於
て
は
、
有
機
唐
は
甚
だ
厚
く
な
り
て
、
二
健

の
人
骨
(第
五
十
五
鋭
及
第
五
十
六
就
)
は
地
下
二
尺

五
六
寸
の
所
よ
り
現
は
れ
た
れ
て
南
地
域
共
に
其
南
方
に
至
る
に
従
ひ
て
浅
く
な
り
.
地
下
一
尺
の
所
よ
り

備
中
関
浅
口
郡
大
島
村
津
裳
貝
塚
後
掘
削
訓
告



軍を

掘

人
骨
が
現
は
る
。
こ
は
是
等
人
骨
が
略
同
一
水
卒
面
仁
存
在
せ
る
に
拘
ら
や
、
此
部
の
畑
地
表
面
は
南
方
仁
傾

耕
せ
る
が
た
め
な
り
。
而
て
人
骨
第
四
十
四
競
・
第
五
十
琉
・
第
五
十
七
競
を
連
ね
る
線
は
葉
北
方
じ
存
在
せ
る

人

骨

存

在

面

に

劃

し

て

約

一

尺

五

寸

の

落

差

を

示

せ

り

。倫
此
事
じ
っ
き
で
は
人
骨
出
土
籍
中
じ
通
ぶ
可
し
。

川
門
向
付
地
域
の
出
土
遺
物
中
に
は
注
目
仁
債
す
る
も
の
な
し
。
向
地
域
の
南
部
仁
於
て
表
土
に
近
き
有
機

居
中
よ
り
・
捕
生
式
土
器
(
赤
燐
)
小
吸
壷
胴
部
を
出
せ
る
外
、
土
器
破
片
が
少
数
存
在
せ
し
の
み
な
り
e

業
の
後
も
長
谷
部
氏
が
例
制
料
地
域
の
南
方
地
積
き
を
費
掘
せ
し
賦
態
を
榊
原
氏
よ
り
開
〈
に
、
同
氏
殻

掘
地
の
東
部
仁
偏
し
て
人
骨
あ
り
し
が
、
浅
き
地
層
中
に
存
在
せ
る
に
よ
り
破
損
せ
り
。
同
氏
地
域
に
は
西
部

に
人
骨
を
見
ぎ
り
し
さ
云
ふ
。

〔
第
二
〕
斯
〈
の
如
く
西
部
に
至
る
に
従
ひ
て
漸
究
浅
く
な
り
、
且
人
骨
教
も
乏
し
く
な
り
し
が
故
に
、
余
等

は
山
判
例
の
同
4

州
地
域
の
順
序
に
(
此
中
川
地
域
は
第
三
国
費
掘
の
最
終
日
に
費
掘
せ
し
も
の
な
れ
ピ
も
便
利

上
蕊
じ
併
せ
記
せ
り
)
費
掘
を
行
へ

b
。
此
地
域
群
中
の
北
部
よ
り
三
腫
の
人
骨
(
第
六
十
一
競
・
第
六
十
二
競
・
第

六
十
三
競
)
を
接
見
せ
し
外
、
州
地
域
の
中
央
部
に
於
い
て
他
の
人
骨
よ
り
離
れ
て
一
瞳
(第
六
十
暁
男
性
)
を
出

せ
し
は
注
意
を
要
す
。

此
地
域
群
の
所
見
を
記
せ
ん
に
料
地
域
に
て
は
畑
地
表
面
下
敷
寸
の
所
よ
り
初
ま
り
て
、
一
尺
乃
至
一
尺

五
寸
の
有
機
屠
あ
り
。
其
下
に
は
一
尺
計
の
貝
屠
あ
り
て
、
人
骨
は
地
表
下
二
尺
乃
至
二
尺
三
寸
の
地
下
よ
り

出
づ
。
南
方
の
川
町
地
域
仁
至
れ
ば
貝
屠
は
漸
究
非
薄
ぜ
な
る
。
郎
此
の
南
地
域
の
北
部
じ
て
は
貝
層
は
約
一
尺

の
厚
さ
を
示
せ
ざ
も
南
端
に
至
れ
ば
二
寸
或
は
葉
れ
以
下
さ
な
れ
り
。
之
れ
に
反
し
貝
層
上
の
有
機
屠
は
北

部
に
て
は
二
三
寸
な
れ
ざ
も
、
南
部
に
は
一
尺
五
寸
あ
り
。
而
て
地
表
よ
り
業
屠
下
有
機
屠
の
壷
く
る
都
選
は



二
尺
乃
至
三
尺
弱
な
り
。
遺
物
に
乏
し
く
し
て
、
少
数
の
土
器
破
片
吉
、
例
地
域
北
部
じ
て
.
直
径
三
寸
許
の
略
完

杢

な

る

禰

生

式

皿

形

土

器

を

出

せ

し

の

み

な

り
e

〔
第
ゴ
己
斯
く
の
如
〈
上
記
地
域
群
の
稜
掘
成
績
は
失
敗
ド
帥
せ
し
に
よ
り
、
余
等
は
更
に
向
地
域
を
稜
掘

せ
り
。
北
部
仁
は
地
表
下
一
尺
弱
よ

b
始
ま
れ
る
一
尺
玉
寸
許
の
厚
さ
の
貝
層
あ
り
。
人
骨
を
出
さ
ぎ
り
き
。
又

遺
物
ざ
し
て
は
、
少
数
の
土
器
小
破
片
さ
、
勝
製
石
斧
破
片
一
個
を
出
せ
し
の
み
な

b
。

此
地
の
東
方
仁
接
せ
る
細
長
き
長
谷
部
氏
盛
掘
地
帯
よ
り
、
同
氏
は
人
骨
五
韓
を
費
掘
せ
り
さ
云
ふ
。
但
五

韓

共

東

仁

接

し

て

現

は

れ

た

り

。

恐

ら

く

同

氏

の

玉

例

は

余

等

が

第

一

回

乃

至

第

二

回

接

掘

地

の

最

西

端

仁

位
せ
る
も
の
な
る
ぺ
く
、
之
れ
よ
り
西
、
方
仁
は
人
骨
は
埋
葬
せ
ら
れ
居
ら
ざ
る
も
の
、
如
し
。
さ
れ
ど
」
貝
屠
は

仰
の
倒
地
域
を
越
ね
て
西
及
南
の
畑
地
迄
連
績
』
せ
り
。

従
て
余
等
は
津
雲
石
器
時
代
墓
地
の
西
南
部
を
、
不
完
全
な
が
ら
も
畿
掘
し
了
り
た
る
理
な
り
。
さ
れ
ざ
墓

地
の
西
北
端
は
松
枝
氏
邸
宅
な
る
じ
よ
り
、
今
日
到
底
費
掘
し
得
子
。
従
て
余
等
は
止
む
無
く
東
北
部
を
稜
掘

せ

、り
。而

て

東

方

に

於

げ

る

大

串

氏

後

掘

及

卸長
谷
部
氏
後
掘
地
は
失
敗
の
歴
史
あ
る
部
分
な
り
(
大
串
氏
は
人

骨
を
得
子
。
長
谷
部
氏
は
三
岨
胞
を
獲
た
る
も
浅
在
な
り
し
た
め
不
完
全
な
り
き
)
之
れ
墓
地
東
部
の
土
壌
は
、
夏

ら
に
東
方
に
存
在
せ
る
貯
水
池
の
堤
防
を
築
造
す
る
際
、
蓮
び
去
ら
れ
て
、
埋
葬
人
骨
は
消
失
せ
し
か
、
又
は
浅

在
ざ
な
り
た
る
が
た
め
'
な
り
。

余

等

が

ω地
域
の
南
宇
部
は
地
表
下
敷
寸
仁
し
て
原
土
じ
達
す
。
此
問
有
機
屠
ゐ
り
て
、
土
器
小
破
片
を
費

見
せ
し
の
み
な
り
。
此
竿
部
に
は
貝
屠
が
存
在
し
‘
北
端
に
近
づ
く
に
従
が
ひ
て
漸
次
厚
く
な
り
て
貝
暦
は
約

一
尺
仁
達
せ
り
。
而
て
此
地
域
の
東
北
部
よ

h
第
五
十
五
競
人
骨
が
現
は
れ
、
之
れ
さ
僅
か
じ
四
尺
を
距
て
て

備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
一
貝
塚
器
官
掘
報
告



~ 

掘

四

第
六
十
六
競
(
小
児
骨
)
あ
り
。
後
者
よ
り
前
者
は
一
尺
五
寸
齢
、
深
部
仁
埋
設
せ
ら
れ
居
れ
り
。
術
此
事
仁
っ
き
て

は
後
篇
別
仁
記
越
す
可
し
。

此
他
余
等
は
長
谷
部
氏
第
一
回
接
掘
地
の
東
北
方
を
試
掘
せ
し
が
地
下
敷
寸
よ
り
。
第
六
十
四
競
骨
現

は
れ
た
り
。
破
壊
散
凱
せ
る
成
年
人
骨
な

oe僅
か
じ
五
尺
四
方
の
接
掘
に
て
中
止
せ
り
。
此
部
の
貝
屠
は
地

表
下
三
四
寸
に
初
ま
り
厚
さ

一
尺
内
外
な
り
。
貝
居
中
じ
?
キ
貝
多
し
。
(
清
野
〉



第

二

章

否姿

見

の

遺

物

第

節

石

器

及

品

目

角

器

〔
闘
版
第
二
二

1
第
二
四
〕

津
雲
貝
塚
に
於
け
る
接
見
の
石
器
類
以
土
器
じ
比
し
て
其
の
量
多
か
ら
十
。
今
究
の
接
掘
を
通
じ
て
得
た

る
も
の
僅
に
十
数
個
に
し
て
、
錘
石
大
部
分
を
占
め
、
石
嫉
こ
れ
仁
究
ぎ
、
外
じ
石
ヒ
一
佃
.
固
石
一
個
及
び
砥
石

一
個
な
り
。
石
斧
は
磨
製
の
小
破
片
を
接
見
せ
し
の
み
て
形
明
な
ら
ぎ
る
も
、
同
地
松
枝
氏
の
採
集
品
中
に
は
.

根
棒
形
の
磨
石
斧
の
頭
部
を
戒
し
、
長
谷
部
博
士
ま
た
其
の
第
二
回
の
接
掘
に
於
い
て
同
遺
品
を
獲
た
る
を

以
て
、
略
ぼ
葉
の
型
式
を
類
推
し
得
ぺ
し
。

是
等
の
石
器
中
、
石
搬
は
其
の
敷
四
あ
り
。
何
れ
も
砂
岩
(
富
民
団
g
g
)
を
打
も
快
け
る
も
の
に
し
て
、
製
作
粗

な
り
。
形
の
全
き
は
一
佃
の
み
な
る
も
、
何
れ
も
柄
な
き
型
式
の
如
〈
、
三
佃
は
三
角
形
に
近
く
、
他
の
一
は
雁
俣

形
仁
属
す
る
も
の
な
り
。
石
じ
一
個
同
じ
〈
砂
岩
よ
り
成
、
り
、
竪
型
じ
し
て
其
の
柄
は
稿
一
方
じ
偏
し
て
存
せ

h

リ
。
瓦
の
部
分
の
一
面
は
大
な
る
打
快
き
面
の
憧
を
利
用
し
て
、
他
の
一
面
に
の
み
更
に
細
か
き
打
拍
吹
き
歯
を

加
へ
た
り
ど
れ
亦
製
作
特
に
巧
妙
古
都
す
可
き
程
度
の
も
の
仁
あ
ら
令
。
(
叩
諸
問
)

錘
石
は
概
む
僅
二
寸
内
外
、
厚
さ
三
四
分
の
A

騎
手
な
る
固
石
を
用
ひ
-
そ
の
前
後
雨
端
仁
小
打
快
き
を
作
れ

る
も
の
、
石
材
は
砂
岩
多
き
も
、
ま
た
輝
石

(
3
8
M
gす
)
を
使
用
せ
る
も
見
た

h
。
(
増
設
)
砥
石
は
長
径
一
尺
高

さ
最
も
大
な
る
部
分
五
寸
に
達
す
る
不
整
形
の
花
崩
岩
に
し
て
、
其
の
庚
き
上
下
の
雨
面
は
共
に
磨
研
の
震

轡
曲
し
、
側
面
の
一
ま
た
磨
研
せ
る
形
跡
を
さ

uv
む
(
調
理
一
)
。
石
質
堅
散
さ
云
ふ
可
ら
ぎ
る
も
二
}
れ
よ
り
推
し

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
俊
掘
報
告

ヨ主



f費

見

の

遺

4初

一_._ ，、

て
、
恐
ら
〈
・
蝉
石
斧
等
を
作
る
の
錦
使
用
せ
る
も
の
さ
考
へ
ら
る
。固
石
一
個
は
径
三
寸
、
高
さ
一
寸
五
分
の
花

両
山
石
(
モ
・

8
5)
な
り
。
底
面
を
磨
し
て
安
定
を
得
せ
し
め
た
る
さ
共
に
、
業
の
面
の
中
央
さ
上
端
さ
仁
各
一
個

の
小
凹
所
を
作
れ
る
も
の
、
従
来
凹
石
な
る
名
蒋
を
以
て
呼
ば
る
、
石
器
の
一
麗
形
な
り
。

以
上
器
物
の
外
畿
掘
地
域
よ
り
打
快
き
の
石
屑
片
を
費
見
せ
り
。
大
部
分
は
砂
岩
に
し
て
石
嫉
等
の
材
料

石

さ

思

は

る

、

が

中

に

は

獲

質

珪

岩

(
Z
Z
E由
)
の
片
も
存
せ
り
。
是
等
の
石
屑
中
国
版
第
二
三
の

8

に
示
せ

る

の
爪
形
の
も
の
、
如

、き
は
肩
部
の
打
快
き
略
ぽ
成
り
て
、
或
用
途
に
供
せ
ら
れ
し
か
注
も
費
ゆ
る
も
の

あ
り
。
此
の
遺
跡
に
於
げ
る
石
器
製
作
の
事
買
さ
其
の
順
序
を
推
し
得
ぺ
し
.

石
器
の
外
角
骨
製
の
装
飾
品
あ
り
。
却
も
第
三
十
四
競
人
骨
の
左
耳
遁
に
存
在
せ
し
耳
飾
(
叩
誠
司
)
第
三
就

及

び

第

五

十

三

競

人

骨

の

腰

部

よ

り

接

見

さ

れ

た

る

装

飾

品

宿

泊

)

第

十

一

競

人

骨

の

左

腕

に

接

し

て

接

見
せ
ら
れ
た
る
装
飾
品
(
川
上
)
第
二
十
三
競
人
骨
腰
部
に
存
在
せ
し
矢
筈
形
の
も
の
(
伺
上
)
あ
り
。
又
た
骨
製

釣
針
(
明
上
)
あ
り
。
貝
輸
の
人
骨
腕
部
に
俵
装
接
見
せ
し
も
の
、
外
、
其
の
未
成
品
及
破
損
品
数
個
あ
り
。
此
等

に
闘
し
て
は
清
野
博
士
の
論
文
中
に
詳
遁
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
今
は
省
略
に
従
ム
ベ
織
原
)

第

二

節

土

器

の

種

類

及

形

式

〔
闘
版
第
二
四

1
第
三
三
)

津
雲
貝
塚
よ
り
費
掘
せ
る
遺
物
中
、
人
骨
に
衣
ぎ
て
重
要
な
る
も
の
を
土
器
さ
な
す
。
業
分
量
じ
於
い
て
も

這
仁
石
器
等
を
凌
駕
し
、
各
種
の
土
器
梢
異
な
る
暦
位
じ
於
い
て
ー発
見
せ
ら
る
、
は
.
土
器
の
系
統
、
年
代
、
製
作

人
種
等
の
問
題
を
研
究
す
る
じ
最
も
緊
要
な
る
事
象
な
り
ざ
す
。
究
仁
余
輩
は
先
づ
此
等
土
器
の
種
類
及
び

形
式
に
就
き
て
通
ぶ
る
所
あ
ら
ん
さ
す
。



土
器
の
樺
類
は
蹴
部
、
靖
生
式
、
及
貝
塚
式
の
三
者
を
併
存
す
る
こ
さ
、
河
内
園
府
の
遺
跡
に
於
げ
る
さ
殊
な

ら
や
“
就
中
山
肌
部
土
器
は
僅
に
其
の
破
片
敏
佃
を
得
た
る
の
み
じ
し
て
、
杭
、
蓋
杯
及
び
壷
の
口
部
さ
認
め
ら
る
。

黒
土
層
よ
り
之
を
接
見
し
、
貝
層
中
に
は
絶
罰
的
仁
見
る
こ
さ
能
は
ぎ
り
き
。

禰
生
式
土
器
は
是
れ
亦
た
黒
土
層
中
よ
り
接
見
せ
ら
る
、
、
の
み
。
其
の
数
量
貝
塚
土
器
仁
比
し
て
、
蓬
に
少

き
も
、
祝
部
土
器
に
比
し
て
多
量
な
り
。
茶
褐
色
の
素
焼
じ
し
て
、比
較
的
軟
く
.
高
椋
の
脚
部
大
部
分
を
占
む
。
而

か
も
某
の
形
式
取
県
成
闘
録
二
六
五
、
二
七
一
等
じ
見
る
も
の
に
酷
似
し
、
固
孔
を
脚
部
仁
穿
て
る
も
の
多
し
。
大

さ
は
犬
な
ら
や
、
破
片
に
よ
り
推
測
す
る
仁
、
原
高
四
寸
前
後
の
も
の
最
多
数
な
る
が
却
し
。
高
杯
以
外
に
は
輩

鉢
の
頭
部
の
破
片
あ
り
。
比
較
的
薄
手
仁
し
て
・
表
面
に
附
す
る
に
刷
毛
目
を
以
て
し
、
又
た
箆
を
以
て
磨
琢
せ

ふ

も

の

あ

b
。

此

等

破

庁

以

外

に

捕

生

式

土

器

の

系

統

中

じ

属

す

可

き

も

の

さ

し

て

二

個

の

梢

々

完

全

な

る

小
器
を
得
た
り
。

は
頭
部
に
快
損
あ
る
も
、
衆
成
闘
録

一
六
仁
近

、き
形
に
し
て
、
腹
径
二
寸
五
分
あ
り
。
表
面

は
組
槌
な
る
も
聴
櫨
製
な
る
が
如
し
(
柵
時
一
)
叉
た
椀
形
の
小
器
ゐ
り
。
口
径
一
寸
二
分
・
高
一
寸
あ
り
。
表
面
に

粗
き
刷
毛
目
を
有
す
(
川
上
)
叉
た
一
佃
の
紡
錘
車
あ
り
。
直
径
一
寸
六
分
、
厚
六
分
、
其
の
赤
色
仁
し
て
黒
土
層

よ
り
出
で
た
る
を
以
て
考
ふ
れ
ば
恐
ら
く
蒲
生
式
土
器
に
属
す
る
も
の
な
ら
む
。
(
句
ム
)

貝
塚
式
土
器
は
前
二
者
に
比
し
て
頗
る
多
量
に
し
て
、
殆
ピ
全
部
じ
近
し
さ
言
ふ
を
妨
げ
や
。
黒
土
層
中
よ

り
も
費
見
す
れ
て
貝
層
中
じ
於
い
て
は
殆
ざ
全
く
他
の
土
器
を
交
へ
や
、
此
の
土
器
の
み
を
出
だ
す
。
某
の
質

砂
土
を
交
へ
た
る
粘
土
よ
り
成
る
こ
さ
、
他
の
諸
遺
跡
に
於
け
る
石
器
時
代
の
土
器
さ
同
じ
き
は
、
天
然
の
粘

土
を
採
り
来
り
て
、
何
等
水
漉
し
等
の
精
製
方
法
を
加
へ
ざ
る
に
困
る
。
貝
塚
式
土
器
は
之
を
葉
の
形
質
紋
様

等
に
よ
っ
て
、
略
ぼ
三
種
に
匿
別
す
る
を
得
る
が
加
し
。
即
ち

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
浮
雲
貝
塚
愛
側
報
告

七
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見

の

1l!! 

物

，、

(
一
)
は
其

の
製
作
最
も
簡
粗
に
し
て
、全

く

手

ツ

グ

ネ

に

成

h
J・
表
面
組
槌
に
し
て
不
整
形
の
箆
目
刷
毛
目
等

を
有
す
る
を
常
乏
し
、
色
揮
は
暗
褐
色
を
帯
ぷ
。
第
二
十
六
競
乳
児
の
人
骨
を
容
れ
た
る
壷
は
其
の
代
表
例
に

し
て
式
他
敷
佃
の
破
片
あ
る
も
、
分
量
多
か
ら
十
。
(
刊
一
時
一
)

(二
)は

黒

色

を

帯

び

表

面

磨

研

せ

ら

れ

た

る

薄

手

の

土

器

な

り
F

其

の

口

縁

部

の

断

面

後

節

制

形
式
を
な
せ

る
も
の
、
及
び
其
の
系
統
に
属
す
る
も

の

な
り
。
此
の
種
の
土
器
は
多
量
に
存
し
‘
而
か
も
貝
層
中
に
多
く
し
て

黒

土

層

に

少

な

き

を
注
意
す
可
し
。
(
叩
城
純
一
)

(三
)
は
禍
色
を
帯
ぷ
る
比
較
的
厚
手
の
土
器
に
し
て
、
口
縁
部
は
例
制
形
式
を
な
す
も
の
多
し
。
其
の
紋
様
は

絡
縄
曲
線
紋
の
系
統
に
出
る
を
常
ざ
す
。
貝
層
及
黒
土
層
共
に
多
量
を
出
だ
す
。
(
畑
城
町
一
)

破
片
の
多
数
は
口
綾
部
及
び
底
部
仁
麗
し
‘
口
縁
部
の
形
式
仁
種
々
あ
る
も
.
就
中
特
じ
注
意
す
可
き
も
の

ニ
三
種
ゐ

h
，。
加
は
前
述
(
二
)
に
遁
ぺ
・
る
種
類
の
土
器
に
見
る
慮
仁
し
て
ア
ム
字
形
に
外
方
仁
張
出
し
、
口
縁
に
並

行

線

を

附

す

る

を

常

ざ

す
。川
は
(
三
)の
種
類
に
多
く
見
る
慮
に
し
て
口
縁
外
部
に
紋
帯
を
綾
ら
し
、
其
の
帯
部

は

外

方

に

傾

斜

し

て

附

着

せ
ら
る
。
此
の
口
縁
形
式
の
襲
様
ざ
し
て
、
其

の
紋

帯

の

器

の

内

線

に

附

着

せ

ら

れ

た
る
も
の
を
例
さ
な
す
。
(
鵬

一、‘・--

器
の
口
縁
部
は
水
平
な
る
も
の
多
し
さ
雄
も
、
捉
手
の
退
化
さ
も
見
る
可
き
山
形
切
り
込
み
を
有
し
、
叉
た

八
形
に
突
角
を
有
す
る
も
の
少
か
ら
で
(
倒
錯
す
)
斯
の
如

〈
固

形

の

器

縁

が

四

選

形

の

隅

角

の

如

く

突

起

せ
る
は
、
日
本
石
器
時
代
土
器
に
屡
々
見
る
慮
に
し
て
、
靖
生
式
土
器
等
に
於
い
て
絶

ね

て
認
む
る
こ
さ
無
し
.

想

ふ

に

是

は

図

形

の
器
上
に
方
形
の
器
を
附
着
せ
る
形
よ
り
起
り
し
も
の
な
ら
な
か
。

器
の
底
部
は
其
の
製
作
重
厚
な
る
を
以
て
.
其
の
遺
存
す
る
も
の
比
較
的
多
き
は
自
然

の
勢
な
り
。
而
か
も



此
の
部
分
に
は
紋
様
の
臆
用
な
き
を
常
ざ
す
る
を
以
て
、
往
々
摘
生
式
土
器
の
そ
れ
さ
直
別
し
難
き
も
の
あ

る
を
見
る
。
然
れ
ざ
も
本
遺
跡
仁
於
け
る
器
底
部
を
仔
細
じ
観
察
す
る
仁
、
其
の
貝
層
よ
り
接
見
せ
ら
れ
た
る

も
の
は
固
よ
り
、
黒
土
層
中
接
見
の
も
の
さ
離
も
、
最
大
多
数
は
其
の
土
質
製
作
等
よ
り
し
て
、
之
を
貝
塚
式
土

器
の
系
統
に
入
る
可
き
も
の
な
る
を
知
れ

h
。
而
し
て
葉
の
形
状
糸
底
部
の
快
如
せ
る
も
の
、
之
を
存
す
る
も

の
、
又
た
糸
底
部
の
卒
板
な
る
も
の
、
業
の
摺
鉢
形
に
凹
入
せ
る
も
の
、
帯
肢
を
な
す
も
の
等
に
隠
別
す
可
く
、
殊

に
後
の
二
者
は
本
遺
跡
に
於
レ
て
穎
著
な
る
を
見
る
。
(
調
印
川
綿
一
一
一
断
)

器
の
一
屑
腹
部
は
口
縁
部
に
比
し
て
薄
く
し
て
脆
弱
な
る
を
以
て
、
其
の
破
片
小
さ
〈
し
て
‘
器
の
原
形
式
を
窺

ふ
に
資
す
る
も
の
多
か
ら
十
.
完
形
を
見
る
可
き
も
の
前
記
小
児
骨
を
牧
め
た
る
霊
の
外
、
た
uv

一
佃
の
漸
〈
全
形

を
想
像
せ
し
む
可
き
も
の
(
伽
寸
)
の
外
、
梢
々
楕
固
形
仁
近
き
小
器
(
摘
酬
明
)
さ
・
大
な
る
凸
帯
を
有
し
て
多
商

檀
の
如
き
観
を
呈
せ
る
器
(
明
徳
一
)
の
破
片
等
を
特
記
す
可
き
の
み
。

捉
手
の
部
分
は
多
か
ら
や
。
た
ャ
一
佃
角
朕
の
捉
手
あ
り
(
開
設
山
)
。
是
は
蒲
生
式
土
器
に
於
い
て
多
く
見
る

慮
な
も
、
此
の
一
例
は
貝
居
中
よ
り
出
で
、
形
質
共
じ
貝
塚
式
土
器
に
属
す
可
き
も
の
さ
考
へ
ら
る
。
又
花
瓶

の
鴫
部
数
個
あ
り
。
(
刊
城
市
)
其
の

一
個
.
松
枝
君
の
蕪
品
に
是
れ
あ
り
ョ叉
た
土
偶
の
破
片
若
し
く
は
捉
手
か
さ
思
は
る
、
異
品
一

一
は
長
大
に
し
て
長
さ
約
五
寸
に
至
る
。
土
瓶
形
の
遺
品
の
本
遺
跡
よ
り
出

で
た
る
も
の

佃
あ
り
。
(
州
…
州
市
)
従
来
関
西
方
面
の
貝
塚
よ
り
土
偶
の
費
見
せ
ら
れ
し
を
聞
か
苛
速
に
土
偶
芭
認
め
難
き
も

疑
を
存
し
て
之
を
記
す
。

最
後
じ
特
記
す
可
き
は
、
貝
塚
式
土
器
中
、
第
二
類
仁
近
き
磨
研
せ
ら
れ
た
る
表
面
を
有
し
、
期
黒
色
薄
手
の

土
器
片
な
り
(
開
城
崎
)
。
是
は
貝
屠
中
よ
り
接
見
せ
ら
れ
、
土
質
は
精
綴
じ
し
て
砂
土
を
交
へ
や
。
水
漉
し
に
し
、
櫨

備
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
俊
掘
報
告

九
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物

見

の

ニ
O

帥
怖
を
以
て
製
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
如
し
。
葉
の
形
駅
亦
た
整
好
仁
し
て
.
口
縁
部
の
形
朕
及
び
葉
の
凸
帯
を
有

す
る
等
、
柳
か
支
那
漢
式
の
克
器
に
類
す
。
小
破
片
に
過
ぎ
ぎ
る
を
以
て
、
業
の
本
質
を
明
に
す
る
能
は
や
。
或
は

貝

塚

式

土

器

中

の

一
接
種
な
る
や
も
知
ら
ぎ
れ
ざ
、
未
だ
其
の
確
信
を
得
点
r
。
後
の
研
究
者
の
錦
め
之
を
注
意

し
置
く
こ
さ
、
せ
り
。

門
詮
】
(
1
〉
木
報
告
書
第
二
所
第
五
章
参
照
。

(
2
〉
同
第
三
舟
附
録
「
木
邦
禰
生
式
土
器
形
式
緊
成
園
銭
」
参
照
。
(
円
以

下
之
に
同
じ
)

(

3

)

石
偽
は
大
隅
闘
姶
頁
郡
瓶
山
村
大
学
霜
山
の
石
器
時
代
遺
跡
よ
り

変
見
ぜ
ら
れ
れ
り
。
(
山
崎
五
十
磨
君
「
大
隅
闘
一
柏
山
村
石
器
時
代

第

三

節

土

器

の

遺
跡
よ
り
愛
見
し
れ
る
石
偽
に
就
て
」
考
古
撃
雑
誌
一

O
/
六
参

照〉

(
4
〉
渓
代
一
丸
器
に
就
い
て
ロ

H
L
E
j
p
p
c
E
E
B
M
V
2
g
q・
(
F
O
T

門
戸

g
w
H
U
C
U
)

等
た
見
ょ
。
南
満
洲
、
朝
鮮
大
同
江
附
近
古
墳
よ
リ

も
愛
見
ぜ
ら
る
。

議文

f美

円
固
版
第
二
四

1
第
三
三
〕

祥

雲

遺

跡

費

見

の

貝

塚

式

土

器

の

紋

様

は

、

大

韓

に

於

い

て

頗

る

関

東

地

方

の

貝

塚

式

土

器

の

そ

れ

さ

酷

似
せ
る
を
注
意
す
可
く
、
業
の
路
用
は
口
一
周
部
に
最
も
多
く
、
大
多
数
は
沈
紋
に
し
て
浮
紋
は
葉
の
例
甚

r僅

少
イな
縄、り
席、今
紋、ま

業

の
種

類

を
分

つ

比
較
的
細
小
な
る
縄
紋
に
し
て
、
其
の
種
類
玉
あ
り
。
軌
れ
も
硝
々
不
規
則
に
押
捺
せ
ら
る
。
縄

席
紋
は
濁
立
に
器
上
じ
汎
く
臨
応
用
せ
ら
る
、
も
の
、
外
.
他
の
紋
様
の
上
仁
添
加
せ
ら
る
も
の
少
な
か
ら
ざ

る
こ
さ
後
通
の
如
し
。
(
一
地
球
一
)

(
ロ
)
絡
縄
曲
線
紋

是
は
第
三
類
の
土
器
じ
附
せ
ら
る
、
も
の
に
し
て
、
実
の
起
原
は
縄
を
以
て
土
器
の
上
を

縛
し
た
る
よ
り
出
で
冗
る
装
飾
を
名
〈
。
土
器
の
口
縁
部
に
は
水
平
線
般
に
並
行
せ
る
線
あ
る
も
、
実
の
要
虞





に
は
縄
の
結
目
よ
り
出
で
た
る
園
、
同
心
国
的
の
結
節
を
示
す
。
器
腹
に
は
如
上
の
口
縁
部
の
並
行
線
さ
蓮
績

せ
る
封
角
娘
、
或
は
垂
直
線
的
仁
出
で
た
る
紋
様
を
有
す
る
を
原
則
ざ
し
、
此
等
の
並
行
線
の
聞
に
縄
紋
を
添

加
し
、
其
の
縄
を
絡
み
た
る
を
示
す
を
常
ざ
す
e
v

』

は

東

部

日

本

石

器

時

代

の

土

器

仁

最

も

普

通

仁

見

る

慮

の

紋

様

の

に
し
て
、
又
た
世
界
各
地
の
古
代
土
器
仁
於
い
て
も
、
土
器
使
用
自
然
的
援
達
の
道
程
ざ
し
て
類
似

の
装
飾
を
見
る
。
又
た
此
の
系
統
の
装
飾
は
複
雑
な
る
殻
達
を
な
し
、
終
に
某
の
起
原
を
窺
ふ
こ
さ
能
は
ぎ
る

に
至
る
も
の
砂
か
ら
令
。
或
は
縄
紋
を
快
き
、
車
仁
曲
線
の
み
の
費
達
を
な
す
も
の
あ
り
。
蔀
雲
土
器
に
於
い
て

も

此

の

紋

様

は

尤

も

多

く

行

は

れ

た

る

も

の

、

一
な
れ
ざ
、
比
較
的
簡
車
じ
し
て
、
僅
に
口
縁
部
に
並
行
線
さ

縄
紋
あ
り
、
同
心
圏
、
乃
至
閤
駄
の
結
節
を
示
す
も
の
多
し
.
さ
れ
ざ
器
腹
に
豆
り
て
絡
縄
的
紋
様
の
蓮
績
せ
る

も
の
な
き
に
非
令
。
(
羽
持
計
)

(
川
)
帯
扶
並
行
直
線
紋

是

は

第

二

類

の

土

器

仁

附

せ

ら

る

を

常

ご

し

、

器

の

口

部

肩

部

仁

一

保

乃

至

敷

僚

の
平
行
線
を
帯
般
に
繰
ら
す
も
の
仁
し
て
、
亦
た
閉
じ
く
純
紐
の
類
を
以
て
此
の
都
八
?
を
縛
せ
る
の
モ
チ

l

y
よ
り
生
体
-
る
も
の
仁
し
て
、
其
の
尤
も
形
式
化
せ
る
も
の
な
ら
む
。
此
の
並
行
線
帯
の
要
慮
仁
、
時
に
問
歴
の

閤

紋

の

存

す

る

こ

さ

あ

り

。

葉

の

縄

の

結

目

よ

ち

出

で

た

る

こ

さ

言

ふ

を

侠

た

守

。此

の

類

の

紋

様

は

津

雲

土

器
中
前
者
さ
共
仁
尤
も
頴
著
な
る
存
在
を
認
む
可
し
。
(
欄
一
議
)

(
-
こ
各
種
幾
何
事
的
紋
様

口
縁
部
の
凸
帯
上
に
竪
.
横
或
は
鰯
骨
肢
に
直
線
紋
を
適
用
し
た
る
も
の
あ
り
。

更
じ
簡
軍
に
黙
を
連
ね
た
る
じ
近
、
き
も
の
あ
り
。
叉
た
梯
子
肢
の
も
の
あ
り
。
此
等
は
皆
な
同
じ
(
絡
純
等
の

意

義

よ

り

問

で

た

る

も

の

な

る

可

く

、

其

の

う

ち

薩

摩

指

宿

義

見

の

捕

生

式

土

器

の

暦

位

よ

り

出

で

た

る

土

器
の
そ
れ
て
相
類
す
る
も
の
九
九
(
鵬
一
一
一
)

倫
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
後
掘
報
告



R 

見

の

遺

4初

(
ホ
)
隆
起
帯
賦
紋

慮

の

も

の

仁

麗

す
e

此
の
類
の
紋
様
を
有
す
る
も
の
は
、
只
だ
一
片
を
獲
た
る
の
み
。

(
へ
)
指
紋

帯
般
に
隆
起
せ
る
紋
様
を
並
行
せ
し
め
た
る
も
の
じ
し
て
、
肥
後
轟
員
塚
仁
多
〈
見
る

指
頭
を
腰
捺
し
て
紋
様
を
な
す
も
の
に
し
て
、
帯
保
紋
の
要
部
に
之
を
置
く
の
外
、
蓮
績
し
て
使

用
せ
ら
る
、
こ
さ
あ
り
。
土
器
製
作
者
が
縄
席
紋
箆
紋
等
の
外
仁
、
尤
も
自
然
的
装
飾
を
行
へ
る
も
の
、
爪
形
紋

さ
同
一
意
義
を
有
す
。
恒
し
爪
形
紋
は
未
だ
津
雲
仁
於
い
て
接
見
せ
ら
れ
令
。
(
淵
喉
湖
町
…
)

(
ト
)
介
殻
紋
ア
カ
ぃ
ヒ
の
如
、
さ
貝
殻
を
脱
し
て
紋
様
を
な
し
之
を
連
続
せ
る
も
の
に
し
て
、
最
も
巧
妙
な

る
美
術
的
意
匠
な
り
ざ
す
。
此
の
知
の
も
の
僅
に
一
片
を
得
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
長
谷
部
博
士
は
類
品
を
接

見

せ

ら

れ

た

り

。

又

た

中

園

地

方

の

遺

跡

仁

這

種

の

紋

様

佐

々

仁

し

て

存

在

す

る

こ

さ

は

屡

々

報

告

せ

ら

る

、
慮
な
り
。
(
叩
一
誠
一
)

以

上

は

主

要

な

る

紋

様

及

び

特

記

す

可

き

紋

様

に

し

て

、

業

他

特

殊

の

も

の

は

闘

版

上

に

之

を

示

し

た

れ

ば
今
ま
一

々
之
を
遁
ぺ
十
。
又
た
土
器
の
紋
様
は
器
の
表
面
仁
適
用
せ
ら
る
、
を
常
さ
せ
る
も
、
口
聞
大
な
る

器
仁
於
い
て
は
口
縁
内
部
に
も
佐
々
附
せ
ら
る
、
は
、
我
が
石
器
時
代
土
器
に
屡
々
見
る
慮
な
り
。
津
雲
仁
於

い
て
も
此
の
例
屡
々
あ
り
。
其
の
顧
類
は
絡
純
系
統
の
も
の
及
び
簡
車
な
る
直
線
等
な
り
。
(
瑚
城
市
)

【
詮
】
〈

1
〉
大
正
六
年
同
七
年
浅
田
耕
作
調
査
研
究
に
擦
る
。
な
ほ
山
崎
五
十

磨
君
の
「
ア
イ
ヌ
式
繍
生
式
土
器
及
石
器
等
た
包
含
す
る
遺
跡
」

(
考
古
態
雑
誌
八
ノ
七
〉
な
る
報
告
あ
り
。

(
2
〉
木
所
属
師
貝
塚
報
告
第
三
章
参
照
。

〈

3
)
大
正
八
年
十
二
月
長
谷
部
博
士
後
掘
の
際
獲
る
所
の
遺
物
に
之
や

見
る
。

第

四

節

土

器

三

愛

見

唐

位

巳
に
述
ぺ
た
る
が
如
く
、
津
雲
遺
跡
に
於
い
て
は
、
少
許
の
祝
部
土
器
、
若
干
の
捕
生
式
土
器
、
及
び
多
量
の
貝



塚

式

土

器

を

接

見

せ

る

が

、

此

等

土

器

の

存

在

す

る

唐

位

に

関

す

る

精

細

な

る

研

究

は

、

土

器

の

時

代

さ

其

の

製

作

者

を

決

定

す

る

上

仁

、

最

も

重

要

な

る

費

料

を

供

す

る

も

の

な

る

こ

さ

は

言
ふ

を
侠
た
令
。
き
れ
ば
以
下

少

し

く

之

に

就

い

て

遁

ぷ

る

所

あ

ら

む

。

津

雲

遺

跡

を

構

成

せ

る

地

層

は

、

実

の

最

上

層

は

双

褐

色

の

表

土

仁

し

て

、

年

々

畑

地

の

耕

作

ぜ

共

に

携

飢

せ
ら
る
、
蕗
な
り
。
業
の
厚
さ
六
寸
乃
至
一
尺
あ
り
。
往
々
少
許
の
貝
殻
、
土
器
破
片
.
骨
片
等
を
包
含
す
る
も
の

あ
れ
ざ
頗
る
微
量
な
り
。
衣
に
有
機
質
の
黒
土
層
あ
り
。
場
所
に
よ
り
て
殊
な
る
も
、
厚
さ
三
寸
乃
至
一
尺
を
数

ふ
。
此
の
層
の
上
部
表
土
に
近
く
靖
生
式
土
器
を
費
見
し
、
ま
た
微
量
の
祝
部
土
器
を
混
令
。
而
し
て
此
の
層
の

随

鹿

仁

於

い

て

多

般

の

貝

塚

土

器

を

接

見

し

、

此

等

各

種

土

器

の

聞

に

層

位

的

区

別

を

明

に

す

る

こ

さ

能

は

す芯

究
仁
貝
殻
層
あ
り
。
実
包
合
量
に
濃
薄
を
殊
に
し
、
或
は
殆
ざ
黒
土
さ
大
差
な
き
も
の
あ
り
。
其
の
厚
さ
亦
た

各
地
域
に
よ
り
て
相
同
じ
か
ら
ず
る
も
、
概
し
て
北
西
に
厚
〈
東
南
に
薄
く
、
数
寸
よ
り
三
尺
に
至
る
。
此
の
貝

層

中

よ

り

は

一

二

禰

生

式

土

器

の

疑

あ

る

も

の

接

見

せ

ら

れ

た

り

さ

雄

も

、

殆

ざ

全

部

は

貝

塚

式

土

器

仁

し

て
、
班
部
に
至
り
で
は
経
費
に
之
を
費
見
せ
十
。
叉
た
貝
塚
土
器
中
に
於
い
て
も
、
前
節
之
を
遁
ぺ
た
る
が
如
く

帯

紙

並

行

線

紋

を

口

部

に

有

す

る

穂

類

の

も

の

、

黒

土

層

に

比

し

て

駿

々

多

量

な

る

を

認

む

。

貝

殻

層

の

下

部

仁

亦

た

黒

土

層

あ

り

内

厚

さ

は

教

寸

内

外

に

し

て

自

然

の

粘

土

層

に

逮

す

の

此

の

下

部

黒

土

唐

は

固

よ

り

上

部

の

そ

れ

さ

同

一

性

質

の

も

の

に

し

て

、

貝

層

は

其

の

中

聞

に

介

在

し

て

之

を

上

下

に

二

分

す
る
も
の
さ
謂
ム
可
く
、
総
て
貝
殻
暦
の
存
せ
ぎ
る
地
匝
仁
於
い
て
は
、
黒
土
層
上
下
に
分
た
れ
守
し
て
、
大
な

る
厚
さ
を
有
す
。
此
の
下
部
黒
土
層
中
に
は
、
貝
塚
式
土
器
を
存
す
る
も
頗
る
微
量
な
り
。
粘
土
層
以
下
に
於
い

備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
後
掘
報
告



事を

ご... 

ス且

見

の

物

て
は
凡
て
人
類
の
遺
物
を
接
見
す
る
こ
さ
無
し
・

二
凶

人
骨
は
貝
層
中
に
存
す
る
を
原
則
ざ
し
、
時
に
黒
土
層
中
仁
接
見
す
。
石
器
は
貝
屠
及
黒
土
層
に
存
す
る
も
、

敷
を
表
記
せ
む
。

寧
ろ
後
者
に
於
い
て
多
数
な
る
が
却
し
。
今
ま
左
じ
各
種
土
器
の
費
見
せ
ら
れ
た
る
唐
位
に
就
き
て
其
の
大

器土式塚貝
捕 晴見 土

底第第第 生 部 器

式

一一 一 土
土 名

部類煩類 ~if 器 稿写

F的向、 〆i肉庄、 〆支画、 襲孟昔量 脚高 里
金k 頬涼

線級

紋、回〆、紋.〆紋、"'" 14 27 

22 42 10 2 41 5 暦

殆
貝

吋~.

無
穀

し

31 15 :!5 4 。暦

【
備
考
】

一、

貝
殺
陣
閣
の
存
ぜ
ざ
る
地
区
に
於
い
て
は
之
に
準
?
可
々

思
眉
位
た
貝
唐
古
見
倣
す
。

二
、
同
一
破
片
言
認
む
可
き
も
の
は
一
に
敏
ふ
。

三
、
把
手
瓶
口
等
の
類
は
少
数
な
る
や
以
て
表
中
よ
り
之
島

省
く
。

問
、
木
表
の
示
数
口
第
二
間
後
掘
の
も
の
に
限
る

以
上
の
事
買
に
本
丸
克
明
て
考
察
す
る
に
、
人
骨
の
貝
塚
式
土
器
さ
共
存
せ
る
こ
で
は
固
よ
り
些
の
疑
な
し
。
郎

も
此
の
墓
地
の
被
葬
者
が
貝
塚
土
器
の
製
作
者
た
り
し
を
考
定
す
る
に
充
分
な
り
。
而
し
て
貝
塚
土
器
中
第

一
類
の
粗
槌
な
る
素
紋
式
の
も
の
、
製
作
上
よ
り
尤
も
古
く
、
第
二
類
直
線
紋
の
も
の
、
貝
暦
中
仁
多
く
黒
土
層

じ
少
な
き
は
、
第
三
類
曲
線
紋
の
も
の
よ
り
稿
々
古
き
が
如
く
推
測
せ
し
む
る
も
の
あ
れ
て
其
の
製
作
者
の



聞

に

差

異

あ

り

さ

は

思

惟

す

る

能

は

や

。

今

は

等

し

く

貝

塚

式

土

器

ざ

し

て

妄

仁

分

類

せ

ぎ

る

を

宜

さ

す

可

き
か
。
而
し
て
黒
土
層
中
に
貝
塚
式
土
器
さ
共
に
存
在
す
る
靖
生
式
土
器
は
、
其
の
常
に
貝
塚
式
土
器
よ
り
も

上
位
に
存
す
る
の
事
貫
仁
よ
り
、
時
代
の
彼
に
比
し
て
稽
々
新
し
き
も
の
た
る
を
推
察
せ
し
む
。
然
れ
ざ
も
此

の
繭
生
式
土
器
は
、
業
の
少
量
な
る
結
じ
於
い
て
、
更
に
微
量
な
る
祝
部
土
器
さ
共
に
、
業
の
製
作
者
が
貝
塚
式

土

器

の

そ

れ

さ

同

一

民

族

な

り

し

ゃ

否

ゃ

に

就

き

で

は

議

論

を

生

十

可

し

。

此

の

遺

跡

の

み

じ

於

け

る

事

寅

を
、
他
方
面
の
考
察
を
加
へ
ぎ
る
に
於
い
て
は
、
之
を
同
一
民
族
が
稿
々
新
し
き
時
代
に
於
い
て
捕
生
式
土
器

及

び

班

部

土

器

を

製

作

せ

り

ぜ

の

結

論

に

踊

看

す

可

き

の

み

。

余

輩

は

今

ま

此

の

紛

糾

せ

る

人

種

問

題

に

接

鯛
す
る
を
避
け
て
、
唯
だ
此
の
事
賓
よ
り
蹄
着
す
可
き
自
然
的
踊
結
を
提
出
し
置
く
に
止
め
む
さ
す
。

第

五

言行

貝

類

及

獣

骨

津
雲
貝
塚
を
積
成
す
る
貝
類
に
就
い
て
は
、
早
く
松
本
理
皐
博
士
調
査
の
際
採
集
せ
る
も
の
に
閥
し
て
、
理

皐
士
嵯
峨
一
郎
氏
の
研
究
せ
る
結
果
、
載
せ
て
動
物
皐
雑
誌
第
二
十
九
巻
第
三
百
四
十
二
暁
(
大
正
六
年
四
月

刊
)
じ
あ
り
。
題
し
て
「
津
雲
介
塚
の
介
類
」
さ
云
ひ
、
類
二
十
種
を
認
め
て
、
内
今
猶
ほ
疑
問
の
一
種
を
除
く
他
の
全

部
は
現
生
種
に
属
す
る
も
の
、
Z

閉
山
し
て
の
。
岳
山
2
H
}
h
r

ユ乙
5
5
Z
3
4
の
淡
水
産
を
除
く
外
、
何
れ
も
瞳
水
産
な
る
も
・

こ
の

一
種
の
現
在
津
雲
地
方
の

v
v
ミ
さ
異
な
る
こ
さ
、
又
或
種
の
現
生
種
さ
可
成
の
特
異
あ
る
を
指
摘
し

て、

C
E
2
2
Z
E
P
Z
E
2
E
C
-
g
t
z
v
ン
2
p
(
E
z
-
H』
P
Z
2
2
t
p
)
ぬ

2
5
E
F
-
-
E〔M
・
S
-
F
2
2
(民
2
・d
E
H
)
弓

の

三

種

の

皐

術

上
の
興
味
を
設
け
り
。

今
回
の
稜
掘
じ
営
、
り
、
帯
蹄
せ
る
貝
殻
に
就
い
て
見
る
に
、
如
上
嵯
峨
皐
士
の
記
述
の
範
園
を
出
づ
る
新
開

倫
中
国
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
攻
後
掘
報
告

二
五



5ま

見

辻L

ー
ーJ.. ，、

物

の

を
認
め
難
き
が
如
く
、
其
の
研
究
に
多
〈
加
ふ
可
き
も
の
な
し
。
従
っ
て
蕊
仁
は
た

uv

蒐

集

品

に

就

い

て

卒

瀬

貝

館

主

任

黒

田

徳

久

米

氏

の

鑑

定

仁

基

き

得

た

る

種

目

を

列

記

す

る

じ

さ

hv
む
可
し
。
葉
の
名
蒋
の
嵯
峨
氏

さ

異

な

る

は

卒

瀬

氏

の

規

定

に

従

へ

( 

炉園圃

) 

セ

タ

ジ

る
結
果
な
り
ざ
す
。
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費

見

の

獣

骨

は

前

後

三

回

を

通

じ

て

多

量

に

上

れ

り

。

さ

れ

ピ

其

の

大

部

分

を

占

む

る

は

鹿

及

び

猪

の

二

(
ω
)
 
_，、

マ

グ

リ

(
串
)

ア
ナ

p

者
じ
し
て
、
狐
、
狸
の
骨
片
さ
思
は
る
、
も
の
ま
た
往
々
に
し
て
混
十
。
中
に
就
い
て
鹿
の
骨
の
各
部
の
も
の
を

(

印

)

A

イ

ガ

ヒ

(

∞
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存
し
、
又
其
の
叉
角
の
断
片
多
く
、
後
者
仁
は
時
に
一
定
の
長
さ
仁
南
端
を
切
り
取
れ
る
遺
品
を
見
た
り
(
畑
一
明

院
下
)
是
等
の
獣
骨
じ
就
い
て
は
松
本
(
彦
七
郎
)
博
士
の
摺
じ
此
の
遺
跡
じ
て
採
集
せ
る
楳
口
聞
に
開
す
る
研
究

数
究
動
物
皐
雑
誌
上
じ
費
表
せ
ら
れ
、
業
の
鹿
は
現
生
の
種
さ
大
差
な
き
も
、
猪
は

ω
E
r
g
s
ヨE
H
哲
写
宵
2也
、

国
H
H
F
V
由
同
一V

口。
4
・

さ
名
づ
く
可
〈
、
現
生
種
さ
の
聞
に
相
違
の
著
し
き
も
の
あ
る
を
注
意
し
、
ま
た
一
種
の
小
形
の

犬
の
上
顎
骨
の
破
片
を
検
出
し
て
、
業
の
特
質
仁
論
及
せ
り
。
今
回
得
た
る
ご
こ
ろ
の
資
料
は
、
此
の
研
究
の
範

園
を
出
づ
る
も
の
じ
あ
ら
ざ
る
が
如
き
を
以
て
、
車
に
葉
の
種
名
を
皐
ぐ
る
に
さ

uy

め
、
詳
し
〈
は
博
士
の
論

文
に
譲
る
こ
さ
、
せ
り
。
(
梅
原
)

門註】
(

1

)

松
本
博
士
の
津
雲
貝
塚
出
土
の
獣
骨
に
関
す
る
研
究
は
「
津
雲
一
介

塚
先
住
民
の
第
一
印
象
」
(
動
物
事
雑
誌
三
三
五
時
抗
)
「
介
塚
の
筏
及

鹿
に
二
型
あ
り
」
(
同
誌
一
二
三
九
時
踊
)
「
介
塚
の
犬
に
二
型
あ
り
L
(
同
誌
三
四
四

時
九)
等
に
見
ゆ
。

'.、

ー'色

" 

:". -、.

~ 

昼、
俳

要

之

、

津

雲

貝

塚

は

近

時

本

邦

仁

於

い

て

費

見

せ

ら

れ

た

る

新

石

器

時

代

墓

地

中

最

も

重

要

な

る

も

の

、

一
じ
し
て
、
其
の
葬
法
は
河
内
闘
府
陸
前
宮
戸
島
等
の
そ
れ
さ
共
に
、
等
し
く
'屈
葬
(
ロ
2
5
2
♀
え

E
E一
)
に
麗
し

業
の
土
器
の
種
類
は
、
園
府
さ
同
じ
く
祝
部
捕
生
式
及
貝
塚
式
の
三
者
を
併
存
し
、
而
か
も
貝
塚
式
土
器
は
開

東
貝
塚
式
の
も
の
さ
酷
似
す
る
じ
係
ら
中
、
蒲
生
式
は
河
内
業
他
開
西
の
も
の
さ
全
く
同
一
な
り
。
叉
花
角
製

耳
飾
、
腰
部
装
飾
品
等
特
殊
の
も
の
を
出
せ
る
は
注
意
す
可
し
。
是
が
果
し
て
如
何
な
る
人
種
に
属
す
可
き
か
、

他

の

類

似

諸

遺

跡

の

も

の

さ

同

一

人

種

に

属

す

可

き

か

。

或

は

同

一

人

種

仁

し

て

混

和

人

種

の

分

量

異

な

れ

る
か
。
或
は
異
人
種
仁
属
す
可
き
か
。
是
れ
最
も
重
大
な
る
問
題
に
し
て
、
其
の
考
察
は
清
野
博
士
の
整
骨
完
成

備
中
園
浅
口
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
唆
鋸
報
告

二
七



官苦

見

の

遺

物

i¥ 

後

接

表

せ

ら

る

可

き

研

究

の

結

果

さ

、

大

串

長

谷

部

南

博

士

の

研

究

の

完

成

さ

を

侯

っ

て

始

め

て

試

み

る

可

き
も

の
な

れ

ば

A
1
ま
蕊
仁
之
を
論
及
せ
ざ
る
可
し
.
た

uv

院

に

費

表

せ

ら

れ

た

る

松

本

鈴

木

雨

博

士

の

研

究

の
結
果
に
よ
れ
ば
、
二
三
の
津
雲
人
骨
は
庚
頭
的
傾
向
あ
り
。
叉
た
長
谷
部
博
士
の
調
査
を
博
聞
す
る
に
、
河
内

闘

府

型

以

外

の

一

型

あ

り

さ

云

ふ

を

記

し

置

く

に

止

む

。


	ktkk005_0001 39
	ktkk005_0001 38
	ktkk005_0001 37
	ktkk005_0001 36
	ktkk005_0001 35
	ktkk005_0001 34
	ktkk005_0001 33
	ktkk005_0001 32
	ktkk005_0001 31
	ktkk005_0001 30
	ktkk005_0001 29
	ktkk005_0001 28
	ktkk005_0001 27
	ktkk005_0001 26
	ktkk005_0001 25
	ktkk005_0001 24
	ktkk005_0001 23
	ktkk005_0001 22
	ktkk005_0001 21
	ktkk005_0001 20
	ktkk005_0001 19
	ktkk005_0001 18
	ktkk005_0001 17
	ktkk005_0001 16
	ktkk005_0001 15
	ktkk005_0001 14
	ktkk005_0001 13
	ktkk005_0001 12
	ktkk005_0001 11
	ktkk005_0001 10
	ktkk005_0001 9
	ktkk005_0001 8
	ktkk005_0001 7
	ktkk005_0001 6
	ktkk005_0001 5
	ktkk005_0001 4
	ktkk005_0001 3
	ktkk005_0001 2
	ktkk005_0001 1



